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英文学は「妊娠」をどのように描いてきたか
　　　　一「テーマ別」英文学史の試み一

杉　村　使　乃

　何をもって「文学史」とするのか。学会や学術雑誌で「英文学の教え方」

についての様々な議論が試みられている中ω、英文学を扱う学科の多くが必

修科目とする英文学史についても、その「あり方」について検討されるべき

であろう。また従来の英文科が解体され、「文化」や「コミュニケーション」

研究へとシフトしていく中で、それまでの「英文学研究」の遺産をどのよう

に活かしていくべきかを考えることは必須であると考える。

　一つ一つの作品は、その背景にある社会的、個人的環境と密接につながっ

ている。だから作品が生まれた当時の社会、文化との因果関係を考えること

は文学史の役割の一つである。そして、文学史は「通事的」に考えられると

同時に、後の作品への影響力を考察すると、「共時的」にも考えられる（富

山　82）。つまり、ある作品と後の作品との因果関係、「インターテクスチュ

アル」な関係について、またジャンルの形成などについても文学史の中で考

えることが可能である。

　文学はどれもある程度、「インターテクスチュアル」な面があると思われ

るが、過去の作品や文学の伝統との影響関係について意識的に描いているも

のがある。Virginia　Woolf（D　Ohltmdo（1928）やω、　John　Fowlesの7he　French

Lieutenants’Moman（1969）は、作品と作品との影響関係だけではなく、文学の

伝統の中での自分の位置づけについて問いを投げかけているような作品であ

るω。そしてここで取り上げるMargaret　Drabbleの勤e1協砺如喫（1965以

下『磯臼』）も、このような「自意識的」な作品の一つと考えられる。71he

G脚’殊磁励π（1948）を著したF．R．　Leavisの下、1950年代のCambridgeにて英

文学、特に19世紀の小説についてドラブルは学んだ。「消えつつある伝統で

あっても、自分が尊敬する伝統の最後に連なりたい」と明言する彼女は

（Bergonzi　65）、作家であると同時に英国小説、そして女性作家の伝統にも意

識的な英文学者でもある④。

　しかしながら、ここでは女性作家の伝統の中におけるドラブルの位置づけ

ではなく、『曝臼』において「妊娠・出産」というテーマをドラブルがどの

ように描いているのかについて考察し、その意義について考える。まず初め
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にドラブルがこの作品を描いた60年代の文化について概観し、作品との関連

について考える。この作品では他の文学作品に関する言及が多く見られるが、

それらを手がかりに英文学は「妊娠・出産」というテーマをどのように描い

てきたかについて考察する。ドラブルの後も「妊娠・出産」というテーマは

多く書かれているが、「愛・結婚・生殖」は三位一体であるという「幻想」

の崩壊後は、この「幻想」を礼賛するのではなく、この「幻想」への問いか

けという形で多くの作品が描かれている。『破臼』で描かれた「妊娠・出産」、

そしてシングルマザーの問題は興味深いものであるが、それらが現在どのよ

うに展開しているのか、90年代の作品のいくつかに言及する。

1．Rosamundの60年代

　第二次世界大戦後、「揺りかごから墓場まで」というモットーからうかが

えるように、英国政府は福祉を政策の目玉として押し出した。失業率も下が

り、1959年の選挙では保守党が大勝利を収めた。「豊かな」世の中が到来し

たにも関らず、労働者階級と中流階級の溝は逆に広がっていた（窪田　2）。

ファウルズのde（7011ectOr〈1963）は、そうした階級間の溝についての深い考察

が伺われる作品である。F．　Cleggは、職場の向かいに住む美しいMirandaに

強い好意を持ち、偶然手に入れた大金を元に周到に準備し、彼女を拉致ボ監

禁する。全寮制の学校に通い、若々しく、ボーイフレンドと車ででかけるミ

ランダを、彼女に決して気づかれることなく見つめるクレッグ。彼が一介の

職員として働く市役所の分館と、ミランダの家は通りを隔てた向かい合わせ

だが、彼らを隔てるものはその通りの幅以上のものである。彼女と共有する

ことのできる「文化」を享受できず、彼女を三人称でしか呼ぶことのできな

いクレッグは、拉致する以外に彼女と友人になる手段はないと信じ、田舎に

自分が借りた屋敷の地下に、階級を規定する社会から隔絶され、二人が愛を

育める陸の孤島を築こうと試みる⑤。ここではクレッグとミランダが、「男」

と「女」として描かれるため、異性間の欲望の交錯という面が強調されてい

るかもしれないが、二人の間の溝は性差だけで説明のつくものではない（6）。

第二次世界大戦後のイギリスには、Kingsly　Amis（1922－）、　John

OsboumOf1929－94）、　John　Wain（1925－％）、そしてA皿an　SMtoe（1928－）たち、い

わゆる「怒れる若者たち」（Angry　Young　Men）と呼ばれる作家たちが登場

した。彼らの多くは労働者階級の出身であり、作品の中でエスタブリッシュ

メントを戯画化し、否定しようと試みた（Michael　Alexander　369）。そこに

は、「揺りかごから墓場まで」人生を保障してくれる一方、同時に一生を決

まった枠内で生活することを宣告する社会への苛立ちが見られる。
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　作者自身が中産階級知識人の家庭に生まれたことを反映してか、r曝臼』

の主人公Rosamund　Staoeyも大学の教員を父に持ち、エリザベス朝の詩人を

研究する中産階級知識人である。思いがけない妊娠の後、半ば成り行きで出

産を決意するが、シングルマザーという彼女の自立した生活を支えるのは、

彼女自身の階級と、それまで受けてきた教育に負うところが多い。そしてロ

ザモンドは、社会主義者としての理想を持ちながらも、同時に自分が階級社

会の中で優遇されていることにも気づいている。この作品はロンドンの地名

への言及が多く、それは階級の配置を示してくれる。ロザモンドは

Marylebone　High　Streetの現代的なフラットに住み、　Upper　Regent　Streetや

British　Museum周辺を主な活動場所としている。彼女は自分の住所に誇りに

思っており、陣痛が始まった時も、救助員が敬意を払うであろうその住所か

ら救急車に乗れることを幸せに感じている（107）。ところが妊娠を機会に今

まで踏み入らなかった場所へ向かうことを余儀なくされる。そのときロンド

ンの町は“afbar飼【moral　signi恥an㏄”（38）を帯眠彼女はそれを“a　map

of　my　weaknesses　and　my　sm　ngths”と呼ぶ（38）。作品中にJohn　Bunyanへの

言及があることからも、妊娠以降の彼女の「冒険」は彼女を精神的な成長に

導く“pilg血lage”と考えられる。彼女は、それまで「他者」としか認識し

ていなかった人々と出会い、自分が育てられてきた「社会主義」的な環境、

そして自分の中にある「社会主義」的な理想とは何であったのかを見直すこ

とを余儀なくされる。次々と妊娠し、子供たちを持て余す母親、貧しく、疲

弊した人々、そしてパキスタン、西インド諸島あるいはギリシャ出身の外国

人、これらの人々との出会いはロザモンドにとって“a　rev61ation”であり

（4143）、「妊娠・出産」という共通の経験を通して、他の女たちと自分との

間の違いや、他者との関わり合いの大切さに気づくようになる。

　また1960年代の文化について特筆すべきことは、フェミニズム運動につい

てである。この社会の動きと英文学における「妊娠・出産」の表象の変遷は

大きく関連している。この時期のフェミニズムを象徴する著作としてBettie

FriedanのFenzinine　Mystigue（1963）が挙げられるだろう。アメリカの中産階

級の女性たちは第二次世界大戦後、教育的にも医学的にも「家庭」の中にい

るべき存在であると強調さ札そうした女性の中に精神的憐屈感が広がって

いた。イギリスではJUIiet　MitChellにより、女性の経験や立場を公の言語で記

そうという試みが見られた。それまでの参政権を始めとする女性の権利拡張

を主張した運動とは別に、人の意識や無意識の改革が叫ばれたこの「第二波

フェミニズム」は“consCiousness　movcment”とも呼ばれている（窪田65）。

この社会の動きと連動して、1960年代の女性作家にとって「女」という枠組
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みをどうとらえるのかを考えることは大きな課題であった（窪田　5）。ド

ラブルが初めての作品、A　Stunmerbnd（：ageを出版したのは1963年で、そこに

は結婚によって自己実現するという幻想を信じないSarahという女性が現れ

る。『磯臼』では、Oxfbrdで経済学を学び、平和主義運動を展開していたロ

ザモンドの姉、Beatrioeの結婚生活と妹のシングルマザーとしての生活が対

比されるが⑦、結婚という枠組み（鳥かゆに対する内と外から見方の対比

はドラブルの最初の作品でもすでに扱われている。大学で学位を取りながら

も、夫の職業のため、北部に住居を構え、三人の子育てに忙しい毎日を過ご

す。夫、Hallalnは原子力研究所に勤め、ベアトリスは、夫が勤める研究所

に出入りしている技師の子供が自分の子供と遊ぶのを好まない。せっかく取

った学位を充分に活かしていない、また大学時に持っていた「理想」をいと

も簡単に放棄してしまったかのように見える姉に対して、ロザモンドは批判

的な目を向ける。しかしながらこの姉の姿は確かにこの時代の女性の「現実」

を表してもいたのである。

2．文学は妊娠をどう描いてきたか

　英文学が描いてきた「望まない妊娠」をしてしまった不幸なヒロインたち

と比べると、ロザモンドの妊娠はポジティブに捉えられる点がいくつかある。

19世紀小説を学んだドラブルは、小説の「偉大な伝統」の中で女性がどのよ

うに描かれているかに注目し、作品の中で新しいヒロイン像を模索してい

る（s》。女性の愛と性のあり方に関連して、作品の中では、John　Bunyan、

Nathaniel　HaWthorne、　Thomas　Hardy、そしてBemard　Shawらの作家と作品

についてトラブルは言及している。ロザモンドは、一度きりの肉体関係で妊

娠してしまったという事実を伝統的に結婚外の恋愛や情欲を戒めてきた
“the　best　moral　fable　fbr　young　women” i20）に喩える。しかし最初のボーイフ

レンドのHamishを始め、深い関係を避けていた禁欲的な自分の態度にこそ

罰が下されたのだとロザモンドは感じるのであった。

Oddly　enough，　I　never　thought　it　was　a　judgrnent　upOn　me　for　that　one

ev㎝血g　witll　Goorg¢，　but　rather　for　all　th（）se　other　even血gs　of　abs血enoe　with

Hamish　and　his　su㏄oessors．　I　was　guilty　of　a　crjme，　an　righちbut　it　was　b㎜d－

new，　twentieth－centuly　c血e，　not　the　good　old　traditional　one　of　lust　and

gr㏄ed．（21）

そして自分の胸に刻まれるであろう“A”という文字は“AdUltery”では
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なくω、大いに恋愛遊戯を楽しむ一方で、深い人間関係に陥ることを恐れる

彼女の“Abstinen㏄”のせいであるとして、ヴィクトリア朝的な「堕落した

女」（Fallen　Woman）になることを恐れてし、るわけではない。この頃、ロザ

モンドはJoeとRogerという二人の違うタイプのボーイフレンドと同時につき

あうという“ex㏄皿ent　syst㎝”により、肉体関係ぬきの気軽な恋愛を楽しみ、

外面的にはむしろ「悪女」を演じることに満足している（22）。結婚という

枠組み以外の恋愛で身を持ち崩す女は、19世紀の“narrative　painting”や小

説の格好のテーマであった（松村87－94）。Hester　Prynne、　Hetty　Sorrel、

Ruth　Hilton、そしてTess　Durb頭eldは、「堕落した女」たちがどのように描

かれてきたかを考えるための例として挙げられるだろう㈲。彼女たちはい

ずれも自分よりも社会的な地位が上の男たちとの結婚外の関係により、子供

を出産し、共同体からの追放を宣告される。EliZabeth　Gaskellは、小説のヒ

ロイン、ルースと「不義」の子供に病気による死という運命をたどらせる。

そしてギャスケルその人も、聖職者の妻でありながら社会規範を破った女性

を描いたことによって非難された。こうした社会批判を程度の差はあれども、

ドラブルも経験している。r磯臼』がラジオで放送された1965年、「非嫡出子」

や「妊娠中絶」、そして出産の様子を描いた点は大きな波紋を呼び、ドラブ

ル自身が放送内でこれらが「小説」に「適切な」題材であるということを弁

明するという出来事があった（Suga　12）。妊娠、出産という女の経験を描写

することは未だにタブー視されることだったのである。しかしながら19世紀

のシングルマザーの“Megitimate　baby”は、「死」という形で共同体から追

放されるが、1960年代のヒロインの“Megitimate　baby”は、“status　symbol”

として女友達のLydiaから評価される（84）。つまりドラブルの作品では私生

児を産むことがある種の「雄々しい」行動として表されている。

　しかしながら、実際の妊娠・出産は「雄々しい」ことばかりではない。作

者自身の妊娠と出産の経験も反映して、婦人科、産院の場面がこの作品では

多く現れる。インターンたちに代わる代わる診察される心境を以下のように

描いている。医師の指示にしたがって、インターンたちはロザモンドの体を

診察する。

＿1　was　not　prepared　fbr　being　exam血ed　by飾e　medical　stud㎝ts，　one　after

the　other．　I　lay　there，　my　eyes　shut，　and　quietly　smiling　to　conceal　my

outragO，＿1　lay　there　and　kStened　to　then｝　and　felt　thern，　with　no　more　protest

than　if　1　had　been　a　corPse　examined　by　buddng　pathologistS　for　the　cause　of

death　But　I　was　not　dead，1　was　alive　tWice　over．（67）
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　ここでは医師と患者の関係についての一つの考察が見られる。つまり医療

現場において患者の「肉体」ではなく、「感情」というものへの配慮はどう

なっているのかという問題である。この問題は後にロザモンドの子供

Octaviaが手術を受ける際にも現れる（143－150）。60年代は女性作家が女性の

肉体的な経験を作品の中で語ることを可能にした。ドラブルは女性の経験の

描写と女性作家の伝統について語った際、「Sylvia　Plathの女性の子育ての経

験を歌った‘Moming　Son9は60年代前には書かれなかった」と指摘してい

る（Suga　12）。つまり60年代からのフェミニズムの動きは、女性が自分の経

験、特に自分の肉体と性について語ることを可能にしたのである。

　しかしながら一方で、そうして描かれた女性の経験の描写が読者、特に男

性の共感を得ることができたのかという疑問は残る。r磯臼』でも生まれた

子供のことを誇らしげに語るロザモンドに対して、友人のジョーはそれらを

“one　of血e　most　bo血g　oo㎜onpl㏄㏄of　the㎞e　exl燃α銑．．　nothing　to　be

proud　of，　it　iSn’t　even　womh　thinking　abOut” i115）であると批判する。これはロ

ザモンド自身も、作家である彼が作品の中で描く男性のめくるめく性体験に

興味を持ちつつも、深い共感を示せないことと同様である（115）。

　女性が自分たちの経験について率直に記し始めたことは60年代からのフェ

ミニズムの特徴であるが、それらが必ずしも女性たちに「希望」をもたらし

たわけではない。閉塞した家庭生活、解消できない不満、精神的な疲労感、

そして自殺。これらは、フリーダンが著書に“the　problern　that　has　no　name”

（15）と記したことと大きな共通点を持つであろう。シルヴィア・プラスの自

殺にも象徴されるように、新しい「女の物語」は、女の人生について率直に

語り始めたが、ポジティブな女性像を読者に提示できなかったという批判も

ある。「女の物語」は単に“confessional　gynecological　literature”あるいは

“㎡serable”でしかないのかという問いかけがなされたのであるω。

　またドラブルは『磯臼』の中で、「妊娠・出産」という経験をどのような

「言葉」で描くべきか模索している。その模索をロザモンドの思考を通して

我々は知ることができる。「妊娠」に最初に気づいた時、最初に彼女の頭の

中は“blankness”（39）であった、それから、堕胎の試み、精神的な不安、

病院での検診などから“Gin，　psychiatrists，　hospitals，　a㏄id㎝ts，　Village　maidens

drowned　in　duck　ponds，　tears，　pain，　hu血ihations”といった、およそ“baby”

とは似ても似つかないイメージが浮かぶ。一方、病院で出会う、疲れきった

「母親」たちの姿を見て、男性詩人が描く“ships　in　fUll　sail”といった堂々と

した美しさとはかけ離れていることにロザモンドは気づく。妊娠、出産とい
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う経験を経て変化する女性の姿をどのようにすればポジティブに描けるのか

という問題はドラブルにとって一つの課題であっただろうω。ロザモンド

は病院の待合室でエリザベス朝詩人についての研究書を読み（77）、友人に

出産を祝福されるシングルマザーであり、その肉体は退院時には元に戻り、

医師たちを驚愕させる（122）。男性医師たちの固定概念を覆すような、ある

いは彼らが女性の肉体に対して施す定義に逆らうような女性の経験を描くこ

とをドラブルは試みている。

　他者と深く関わることに恐れを抱いていたロザモンドは妊娠と出産によ

り、今まで足を踏み入れなかった社会を垣間見、人間と人間とのつながりを

感じることになる。一方、妊娠と出産は安定した生活と仕事を持つ彼女のハ

ンディとなるが、それだからこそ他者からの助けを求められる存在になるの

である。ドラブルの母がそうであったように（Takano　64）、60年代の中産

階級の女性は例外的な職業を除いては結婚後、家庭に入ることが多かった。

女性が「妊娠・出産Jを機に家庭に入るという行動は、医学によって正当化

されてきた。歴史を振りかえると「母性」はジャン・ジャック・ルソーによ

り理論化され、その論は医学によって正当化されていった（Knibiehler　160－

192）。19世紀の「医学辞典」には「女性は、男性の存在の一部にすぎない。

女性は、自身のためではなく、男性と協力して種の反映をはかるために生き

ている。これこそ、自然と社会と道徳が認める唯一の目的である」と公に記

されていたのである（Knibiehler　201）。こうした論は「妊娠・出産」は女性

の人生において重要なものであり、「母性」は本能的なものであるという神

話を構築していった。ロザモンドの友人、ジョーも彼女の出産の決意につい

て「どんな女性でも“a　sense　of　purpose”を得るために出産を望むのだ」と

述べる（47）。確かにロザモンドは自分の肉体が持つ“fertmhty”に誇りを感

じているが（48）、ロザモンドの「妊娠・出産」は男性が築いた財産の担い手

を生産するというよりは、女性と女性のつながり、他者とのつながりの到来

を感じさせるものであった。そしてドラブルはロザモンドを通して、「妊娠・

出産」を経て疲弊する女性像とは違う、美しく、子供を持ちながら自活する

ポジティブな女性像を提案している。ロザモンドは出産後、ベッドにつけら

れた“U”の文字が“Unmarried”を表すことに気づき驚愕する（117）。こ

の文字は現代における「緋文字」であるかもしれないが、ロザモンドは女に

ラベリングする社会を冷静に見つめ、そのラベルを超越する女性像を表象し

ている。

3．「一人じゃない私」の物語
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　現在、英文学は「妊娠・出産」をどのように描いているのであろうか。こ

こではシングルマザーの問題、女性の自立といった言葉を手がかりに1990

年代のいくつかの作品について比較検討してみたいと思う。今日、英文科に

所属する学生にとって、英文学へのアクセスは書籍だけではなく、映像によ

るところも多い。以下に言及する作品はすべて映画化されたもので、現在ビ

デオ、DVDで入手可能な作品である。同時代の作品がどのような「伝統」

を背後に持っているのかを考えることは、「文学史」とそれを学ぶ者を結び

つけるポイントになると考える。ここでは「妊娠・出産」というテーマが現

在どのように描かれているのか（13）、またそこから拡大して「家族」という

問題がどのように展開しているのかを概観する。

　『曝臼』の「妊娠・出産」というテーマの意義は｛単に女性の経験が率直

に描写されたというだけではなく、この経験を通して階級と教育の恩恵を受

け、豊かで自立した生活を送っていたロザモンドがある種の「弱者」として

の経験をすることにもある。妊娠によって自分の“independenc♂が脅かさ

れると感じていた彼女が（45）、自分の「自立」を支えていた物は何である

かを考察し、他人に頼ることの必要性を感じるようになる。そしてその結果、

今まで避け続けていた“the　bond　that㎞㎞㎜to㎜”を感じられる存在に

なるのである（77）。今まで親子、夫婦という関係を「金と責任」だけの関

係であると軽蔑してきたが、その埋め合わせに自分が提示してきたものが実

はしゃれたフラットや人目を引くような美貌という即物的な物に過ぎなかっ

たと気づく（77）。

　ロザモンドがここで認識した人間関係のあり方は現在我々が住む社会にも

通じるものがある。つまり物質的な豊かさと人間関係の希薄さの対比である。

妊娠と出産により、一人きりの生活を守っていたロザモンドも自活するため

の糧を得るために誰かしらの助けを必要とする。友人のリディアとの「同居」

を受け入れ、この二人の同居はリディアがかつてのロザモンドのボーイフレ

ンド、ジョーと付き合い始め、そして彼と別れた後も続く。この女同士のつ

ながりは一時的な男女のつながりよりも、長きに渡ることになるのだ。「夫

婦」、「親子」という枠組みを超えた人間関係の構築について、次に90年代の

作品と比較検討してみる。

　ロザモンドの妊娠と出産の形に新しさをもたらしたのは、実の父親である

George　Matthewのキャラクターにもあるだろう。いかつい顔であるが、魅

力的で、精力的に執筆活動をするジョーと、生まれも育ちもよく、法の世界

で活躍するロジャー。この二人がある種の「男らしさ」を呈示していること

に比べ、“queer”（33）であるジョージは“unnoticeable”、“unaggressive”、
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“unassertive”、“unobtrusive”、“№?獅狽撃?h、“effeminate，，（25）、“camp”（26）、

“㎡1d”、“ftail”、そして“non－rnascmline”（183）と形容される。ロザモンドは

父親が彼であることを告げないばかりか、二人で過ごした夜の後は敢えて彼

に会わないように努める。時折、気弱になったときはBBCでアナウンサーを

するジョージの声をラジオで聞いてみる（89）。元より「女性らしい」と形

容される彼の身体性はラジオという機械を通してロザモンドに届けられる。

彼女の性行為への不安感は、その行為そのものが人間関係への深い

“commitment”を彼女に示すものであるからである。もう一つには性行為を

通して、自分が男性という他者にコントロールされることを恐れているため

とも考えられる。だから「女性的Jなジョージとだけそのような行為に至れ

たという点は興味深い。

　Helen　Field　ng（1958－）のBndgat　Jones’s　Diaりく1996）は、女性の自立、結婚観、

女同士のつながりという『磯臼』に共通したテーマを持っている。この作品

はlndependent紙の日曜版に1995年の1月から連載され、人気を博し、映画

化され、「私はブリジットだ」と告白する女性たちが多く現れた。ブリジッ

トは、同じくワーキングウーマンであるSharon、　Judeと“summit”と称す

るパーティを開き、恋や仕事について語り合う。MagdaとJereniyというブリ

ジッドが敬愛するカップルも、実は子育てに追われ、夫の浮気という悩みを

抱えている。作家が執筆中、BBCで放映されていたJane・AustenのPn’de・and

P吻纏08が作品中にも時折表れ（246）、読者はオースティンが描いた「愛」

や「結婚」が90年代においてどのように変化したのか、あるいは変化してい

ないかのかについて考えさせられる。ブリジッドの友人Tomはゲイで、独身

の女とゲイの関係について以下のような考え方を持っている。

Tom　has　a　theory　that　homosexu旧1s　and　si叫罫e　wom㎝n血their　thirties　have

natu田遣bond血9：both　lbehlg　acσ山stomed　to　disapPo血thlg　their　parentS　and

be㎞g　treated　as丘曲s　by　sodety．（27）

　この「男らしくない」男性と女性との関係は、『K臼』のロザモンドとジ

ョージの関係を読み解くヒントになるであろう。

　ロザモンドは自活できる力を持ったワーキング・マザーであるが、「望まな

い／望まれない妊娠」やシングルマザーの問題は十代の女性においてはかな

り深刻である。Billie　LettSのMtere　the　Henrt　ls（1995）は、10代の妊娠、女性た

ちの間の共感、生まれてきた子供に関する問題を取り上げている作品である。

17歳で妊娠7ヶ月のNovalee　Nationは新しい生活を求め、ポーイフレンドと
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共にカリフォルニアへ向かう。大きなおなかを抱えたノヴァリーは彼の手を

自分の腹部に当て、以下のように尋ねてみる。

“Cail’t　you　feel　that　tiny　liule　bomp．．．　bomp．．．　bomp？”

“Idon，t　fee1　nothin’．” @（11）

　「妊娠・出産」という女性の経験について、あるいは女性と男性がお互い

の肉体的な経験についてどのくらい共感できるのかという問題は先に取り上

げた。結局、この若い父親はノヴァリーをWal－Martの駐車場に置き去りに

し、去っていく。巨大なスーパーマーケットの片隅でノヴァリーは暮らし

始め、やがてAmericusという女の子が生まれる。彼女が出会う人々、特にシ

ングルマザーのLeXieとの子育てにおける協力関係はユニークである。「アメ

リカス」という生まれた子供の象徴的な名前からもうかがえるように、彼女

の出生と彼女を取り巻く人々や事件はアメリカの「家族」が抱える問題点を

呈示している。

　子育てと自立に奮闘するシングルマザーの姿は、女性たちの共感を呼ぶで

あろうが、生まれてきた幼い子供たちはどのような立場におかれているので

あろうか。『曝臼』のロザモンドは娘のオクティヴィアが手術を受けたこと

をきっかけに、「子供」という幼い存在について考察する。

Lord　knows　what　incommu11icable　small　terrors　infants　go　through，

unlmown　to　a皿，　We　diSregard　thern，　we　say　they　forgOち　because　they　have　not

the　words　to　make　us　remember，　because　they　cannot　torment　our

◎onsCienoes　With　a　reCital　of　their　woes．（143）

　そしてやがてロザモンドの中には自分の子供以外の子供たちへも「共感」

が沸くようになるのである（152）。

　レッツの作品では幼い子供たちにおける問題が最も恐ろしい形で表れてい

る。ノヴァリーと同様にシングルマザーであるレキシーの幼い娘たちが、彼

女の恋人Rogerによって性的虐待を受けるというショッキングな事件が起こ

る。家庭内における幼児・児童虐待や性的虐待が必ずしも血縁関係外で起き

るわけではない。しかしレキシーは、自分のシングルマザーとしての立場が

大きく関係しているのだと感じているようである。

　シングルペアレントの恋愛、あるいはシングルマザーは恋の対象としてど

うのように描かれているのだろうか。Nick　HombyのAbout　a　Boy（1998）の主人
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公Will　Freemanは、シングルペアレントの自助グループ、　SPAT（Single

Parents－Alone　Together）（32）に自分は離婚した夫で2歳の息子がいると偽っ

て入会する。彼の本当の目当てはかつて男との関係に失望した経験があり、

“Mr　Right”を探しているシングルマザーたちであった。“spat”という名称

も皮肉に響く。自分の子供と恋人とどのように関係を築きあげ’ていくべきな

のか。これは陥ε伽伽π廊でも問いかけられる問題である。Abeut　a　Boy

で、ウィルはSPATを通じて知り合ったMercusという少年との間に擬似家族

的な関係を築くが、マーカスの母親Fionaとの間に恋愛感情があるわけでは

ない。「妊娠」というプロセスはないものの、思いがけなく「子供Jを持っ

てしまった男の物語をホーンビーは描いている。結婚もせずに「父親」のよ

うな役割を果たすことになるウィルは、子供を育てるという行為に男たちが

どのように関わっていけるかについてある可能性を示している。もちろんそ

こで示される「父親像」は家父長的な存在ではない。

　ウィルは、ヒット曲を飛ばした亡き父の印税で豊かなシングルライフを送

っていた。

WM　wondered　someimes．．．　how㈱ple甑e㎞wo皿d㎞ve　s曲ed　siXty

years　ago．＿SiXty　years　ago，　a皿the　thingS　WM　relied　on　to　g¢t　him　through

the　day　s㎞ply　didn’t　exist：there　was　no　daytime　TV，　there　were　no　Vidcos，

there　were　no　glossy　magazines　and　therefore　no　questionnaires　and，　though

血㏄we爬probably㎜rd　shops，　the㎞d　of皿sic　he血stened　to　had　l’t　even

been　invented　yet．（6）

　物質的な豊かさによって、彼は自分が「自立」した存在であると錯覚して

いる。John　Donneの“No㎜i曲㎞d”は映画化されたAbout　a　Bayで効果的

に使われている。物質的な豊かさに囲まれ、一人の生活に満足しているウィ

ルは、自分の生活を“a　little　iSland　paradise”に喩える（Screenplay　8）。こ

の詩は映画版では最後まで「個人」と「家族」という問題を問いかける役割

を果たす。『No　lnan　is　island”，しかし、一つ一つの「島」をつなぐものは必

ずしも結婚や血縁ではない。

　ブリジット・ジョーンズは、恋に落ちてはいけない相手として、

“◎ommitmentphobics”をあげている（2）。ブリジットの友人、ジュードも

“self－indUlgent　commitment　phobic”と呼ばれる恋人Vile　Richardに振り回され

（19）、人一倍、結婚願望が強く見えるが実は彼女自身も“commitment

probl㎝”があるのだと告白する（188）。自活できるキャリアを持ち、“upper
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middle　class”の暮らしを満喫するブリジット（宮崎195）たちが

“commitment”に対しどういう態度をとるのか、他者とのかかわりを極端に

恐れていたロザモンドや「人は『島』だ」と断言したウィルが直面した問題

がここでも問われている。

　　「妊娠・出産」というテーマが英文学ではどのように描かれてきたかを、

ドラブルのr曝臼』を中心に考えた。このテーマは「家族」という問題と深

く関わり、現在に至るまで作家たちが新たなる「女性像」、あるいは「人間

像」、「家族像」というものを模索している。

　英文学史を学ぶにあたり、単に年代順に、「聖典」を紹介する「文学史」

で現代の学生たちの興味を引きつけることは難しいであろう。ここで取り上

げた作品はごく僅かではあるが、「テーマ別」という視点の下ではもはやイ

ギリス、アメリカと分類する必要性は必ずしも必要ではない。また「英語」

という言語で書かれている作品はこの二つの国における作品とは限らない。

映像資料も無視できないテクストであろう。われわれが生きる現在に通じる

テーマが、文学ではどのように探求されてきたのか、テーマ別にその流れを

概観することは「文学史」の一つの方法として有効であろう。

註

（1）2002年、r英語青年』では2号に渡り「英文学の教え方」についての様々な試みが

　　紹介された。また富山太佳夫は『文化と精読』において「文学史が崩壊する」

　　（77・一一・94）を始め、英文学史のあり方について従来の時系列的なもの、あるいは従

　　来の「聖典」のあり方とは違うアプローチを試みている。

（2）杉山洋子はrオーランドー』巻末、「隠し絵のロマンス：伝記的に」（253－276）に

　　て、この小説全体が「パロディとしての文学あるいは文学史」を表していると指

　　摘している（273）。

（3）ファウルズの作品の中に、文学史の中で女性と男性の関係がどのように描かれて

　　きたかについての作家の考察を読者は目にすることができる。拙稿「人間／男女

　　関係の『地層』：7he・French・Lieutenant’s〃Momanを読む」参照。

（4）ウルフはA　Room　of　One’s　Own（1929）で、男性中心的な文壇の中で女性作家がどのよ

　　うな立場におかれているかを明らかにした。1970年代には男性中心的な文壇のあ

　　り方、「文学史」や「カノン」とは何かが問われ、女性作家の掘り起こし、女性の

　　「文学史」の成立が試みられた。Ellen　MoersのLiterary　Momen（1976）やElaine

　　ShowalterのA　Literature　of7711eir　Own（1978）はその中の代表的な研究成果である。

（5）クレッグはミランダに対して、自分のイニシャルはFであることからFerdinandで

　　あると名乗る（37）。この作品は明らかにWMiam　Shakespeareの皿θ㎞p鰯を意識

　　している。シェイクスピアは、魔術を操る父Prosperoの下でミランダとファーディ

　　ナンドは結ばれ、父親の代の不和を一応，和解へと導くように描いたが、20世紀

　　の陸の「孤島」では、ミランダとファーディナンドの間にある「性差」や「階級
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　　差」を埋める方法は示されない。

（6）Terry　Eagletonは、　Samuel　RichardsonのClartssa（1747－8）の中に「階級間」の闘争を

　　読み取っているが（跣θR解qプααrな5α）、『クラリッサ』やThomas　HardyのTess｛of

　　the・D’Urbervillesなどで、階級の交代の物語が、ジェンダー間の差異に関連付けら

　　れて描かれる点についてはさらに考察が必要であると考える。

（7）ベアトリスの名前はフェビアン協会設立者の一人であるBeatri㏄Potterに由来して

　　いると後に読者は知らされる（118）。フェビアン協会と社会主義運動、そして

　　Beatrioe　Webbについては青山吉信を参照。

（8）ドラブルはフィクションの中で描かれる女性像が何らかの形で未来の女性像に影

　　響を与えるであろうと考え『磯臼』に続く作品では意図的にポジティブな女性像

　　を描いた。（Suga　14－15）。

（9）ホーソーンの7711e　Scarlet　Letter（1850）では、　Hester　Prynneは非嫡出子を妊娠したた

　　めに胸に“Adultery”を示すAの文字がつけられる。

（10）順に刀he　SZrarlet　Letter、　George　EliotのAdOm、Bede（1859），　E．　G．　GaskellのRuth（1853）、

　　そしてTess　of　the　D’Urbervilles（19）のヒロイン。　Valentine　Cunninghamはバーデ

　　ィのTessはエリオットのHetty　Sorrelを主役として描いたのではないかと指摘して

　　いる（lntrOduction　to　Adam　Bede　xviii）。

（11）60年代の女性作家の作品については、女性が自分の経験を語っても「女であるこ

　　とは結局’miserable’なのか」という問いかけがなされた（’miserablists’　from　Hilary

　　Bailey，’The　Miserablists：ANew（㎞’published　in　Banantzs　1978．　Quoted　Suga　13）。

　　ドラブルは小説が未来に及ぼす影響を意識し、アメリカのフェミニズム運動の様

　　子がイギリスに伝わった1970年代、ドラブルはJerusalem　the　Golden，77ie　Realms　of

　　Goldで「女」としての人生に失望しない、ポジティブな女性像を意識的に作ろう

　　と試みている。77ie　Realms　of　Goldのヒロイン、　Fran㏄s　Wingateは、富とキャリア

　　と恋愛を楽しむ女性で、作家自身、彼女に両性具有的な、そして勇ましい名前を

　　与えたと語っている（Suga　16－15）。

（12）Rosi　Braidottiは“Mothers，　Monsters，　and　Machines”で、成長過程、あるいは妊娠、

　　出産という経験を経て変化する女性の肉体が、男性を“noma1”として基準化し

　　てきた歴史の中で“abnormal”、あるいは“monstrous”なものとして捉えられて

　　きたことを指摘している（Conboy　63－5）。ドラブルの作品では男性の「言葉」を

　　中心とする医療現場と、ロザモンドが語る自らの「妊娠・出産」という経験が対

　　比されている。

（13）A．S．　Byattのlhe　Possession（1990）では架空の詩人、　Henry　Randolph　Ashがある女性

　　に宛てた手紙をもとに、20世紀の若い男女が謎解きの冒険を始める。この謎解き

　　の中で若く美しい大学教授Maude　Baileyは自分の研究する19世紀の女性詩人

　　Crystabe1　LaMotteが実は自分の祖先であることに気づく。この作品では世代を照

　　えて、女性の愛や「妊娠・出産」に対する態度がどのように変遷してきたのかにつ

　　いての考察を見ることができる。
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